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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
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あ
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ま
し
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３

幹
部
候
補
者
名
簿
に
関
す
る
事
項

^

幹
部
候
補
者
名
簿
は
、
職
制
上
の
段
階
ご
と
に
、

当
該
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
官
職
に
係
る
標
準

職
務
遂
行
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
者
の

氏
名
及
び
生
年
月
日
等
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
名
簿

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

_

幹
部
候
補
者
名
簿
の
提
示
は
、任
命
権
者
に
対
し
、

当
該
任
命
権
者
が
任
命
権
を
有
す
る
官
職
を
占
め
る

職
員
及
び
当
該
任
命
権
者
か
ら
提
示
の
求
め
が
あ
っ

た
者
で
あ
っ
て
内
閣
官
房
長
官
が
必
要
と
認
め
る
も

の
に
係
る
事
項
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と

と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

`

法
第
六
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
的

な
適
格
性
審
査
の
実
施
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
幹

部
候
補
者
名
簿
の
更
新
は
、
毎
年
一
回
行
う
こ
と
と

し
た
。（
第
六
条
関
係
）

４

採
用
等
の
協
議
等
に
関
す
る
事
項

法
第
六
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
は
、

採
用
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
当
該
採
用
等
の

内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
行
う
こ

と
と
し
た
。（
第
八
条
関
係
）

５

幹
部
候
補
育
成
課
程
に
関
す
る
事
項

法
第
六
一
条
の
九
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
機
関
の

長
と
し
て
、
宮
内
庁
長
官
、公
正
取
引
委
員
会
委
員
長
、

警
察
庁
長
官
、
金
融
庁
長
官
及
び
消
費
者
庁
長
官
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
関
係
）

６

こ
の
政
令
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
国
家
公
務
員

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
六
年
法
律
第

二
二
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
六
年
五
月
三
〇
日
）

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
一
九
〇
号
）（
内
閣
官
房
）

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

六
年
法
律
第
二
二
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
六
年
五

月
三
〇
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
幹
部
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
一
九
一

号
）（
内
閣
官
房
）

１

事
務
次
官
、
局
長
又
は
部
長
の
官
職
及
び
課
長
又
は

室
長
の
官
職
に
準
ず
る
官
職

^

国
家
公
務
員
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
四

条
第
一
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
官
職
と
し
て
、

各
府
省
の
内
部
部
局
等
に
属
す
る
官
職
で
あ
っ
て
、

標
準
的
な
官
職
を
定
め
る
政
令
本
則
の
表
一
の
項
第

二
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
部
局
若
し
く
は
機
関
等
に
存

す
る
同
項
の
第
三
欄
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第

三
号
に
掲
げ
る
職
制
上
の
段
階
又
は
こ
れ
ら
と
同
等

の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
も
の
を
定
め
る
こ
と
と

し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

_

法
第
三
四
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
官

職
と
し
て
、
各
府
省
の
内
部
部
局
等
に
属
す
る
官
職

で
あ
っ
て
、
標
準
的
な
官
職
を
定
め
る
政
令
本
則
の

表
一
の
項
第
二
欄
第
一
号
に
掲
げ
る
部
局
若
し
く
は

機
関
等
に
存
す
る
同
項
の
第
三
欄
第
四
号
若
し
く
は

第
五
号
に
掲
げ
る
職
制
上
の
段
階
又
は
こ
れ
ら
と
同

等
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
も
の
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

２

適
格
性
審
査
の
実
施
に
関
す
る
事
項

^

適
格
性
審
査
に
つ
い
て
、
人
事
評
価
そ
の
他
の
任

命
権
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
標
準
職
務
遂
行
能
力
を
有

す
る
こ
と
の
確
認
に
資
す
る
情
報
等
に
基
づ
き
、
内

閣
官
房
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
こ
と
と

し
、
そ
の
定
め
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
人
事
院
の

意
見
を
聴
く
も
の
と
し
た
。（
第
三
条
第
一
項
及
び
第

二
項
関
係
）

_

内
閣
官
房
長
官
は
、
人
事
評
価
が
行
わ
れ
て
い
な

い
者
の
う
ち
内
閣
官
房
長
官
が
定
め
る
者
に
対
し
て

適
格
性
審
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
適
格
性
審
査

の
公
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
人
事
行
政
に
関
し
高
度
の
知
見
又

は
豊
富
な
経
験
を
有
し
、
客
観
的
か
つ
中
立
公
正
な

判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
意
見
を
聴
く
も
の

と
し
た
。（
第
三
条
第
三
項
関
係
）

◇
採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に

よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
一
九

二
号
）（
内
閣
官
房
）

１

採
用
試
験
に
お
け
る
対
象
官
職

^

国
家
公
務
員
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
五

条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
官
職
は
、

法
第
三
六
条
に
規
定
す
る
係
員
の
官
職
（
_

に
お
い

て
「
係
員
の
官
職
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
専
門
的
な

知
識
又
は
技
能
に
基
づ
い
て
行
う
工
業
所
有
権
に
関

す
る
審
査
の
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す

る
官
職
等
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
第
一
項
関

係
）

_

法
第
四
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め

る
官
職
は
、
係
員
の
官
職
の
う
ち
、天
皇
及
び
皇
后
、

皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
護
衛
、
皇
居
及
び
御
所
の

警
備
そ
の
他
の
皇
宮
警
察
の
分
野
に
係
る
専
門
的
な

知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
の
主
た
る
内

容
と
す
る
官
職
等
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
第

二
項
関
係
）

`

法
第
四
五
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め

る
官
職
は
、
法
第
三
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
標
準

的
な
官
職
が
係
長
若
し
く
は
課
長
補
佐
で
あ
る
職
制

上
の
段
階
に
属
す
る
官
職
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
官
職
の
う
ち
、
民

間
企
業
に
お
け
る
実
務
の
経
験
等
を
通
じ
て
効
率
的

か
つ
機
動
的
な
業
務
遂
行
の
手
法
等
を
体
得
し
て
い

る
者
を
採
用
し
て
そ
の
職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
行
政
運
営
の
活
性
化
等
に
資
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
も
の
と
し
て
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
官
職
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
第
三
項
関
係
）

a

内
閣
総
理
大
臣
は
、
`

の
内
閣
官
房
令
を
定
め
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
任
命

権
者
と
協
議
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
条
第
四
項
関

係
）

２

一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者

^

法
第
四
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
一
定
の
範
囲

の
知
識
、
技
術
そ
の
他
の
能
力
（
以
下
「
知
識
等
」

と
い
う
。）を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
者
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

\

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
二
六
号
）

に
基
づ
く
大
学
院
の
修
士
課
程
若
し
く
は
同
法
に

基
づ
く
専
門
職
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又

は
こ
れ
ら
の
者
と
同
程
度
の
知
識
等
を
有
す
る
者

（
以
下
「
院
卒
程
度
の
者
」
と
い
う
。）

]

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
。）を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
と
同
程
度

の
知
識
等
を
有
す
る
者
（
以
下「
大
卒
程
度
の
者
」

と
い
う
。）

_

法
第
四
五
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
一
定
の
範
囲

の
知
識
等
を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
次
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
者
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
第
二
項
関
係
）

\

大
卒
程
度
の
者

]

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
又
は
こ
れ
ら
の
者
と
同
程
度
の
知
識
等
を
有
す

る
者
（
以
下
「
高
卒
程
度
の
者
」
と
い
う
。）

`

法
第
四
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
一
定
の
範
囲

の
知
識
等
を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
１
の
_

に
規
定
す
る
行
政
分
野
に
応
じ
、
大
卒

程
度
の
者
又
は
高
卒
程
度
の
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
者
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
三
項
関
係
）

a

法
第
四
五
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
一
定
の
範
囲

の
知
識
等
を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、１
の
`

の
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
官
職
ご
と
に
、

院
卒
程
度
の
者
又
は
大
卒
程
度
の
者
の
い
ず
れ
か
の

う
ち
内
閣
官
房
令
で
定
め
る
も
の
と
し
た
。（
第
二
条

第
四
項
関
係
）

b

内
閣
総
理
大
臣
は
、
a

の
内
閣
官
房
令
を
定
め
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
任
命

権
者
と
協
議
す
る
も
の
と
し
た
。（
第
二
条
第
五
項
関

係
）

３

採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
事
項

採
用
試
験
に
お
い
て
は
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
、
国
民
の
立
場
に
立
ち
、
高
い
気
概
、
使
命
感
及
び

倫
理
感
を
持
っ
て
、
多
様
な
知
識
及
び
経
験
に
基
づ
く

と
と
も
に
幅
広
い
視
野
に
立
っ
て
行
政
課
題
に
的
確
か

つ
柔
軟
に
対
応
し
、
国
民
の
信
頼
に
足
る
民
主
的
か
つ

能
率
的
な
行
政
の
総
合
的
な
推
進
を
担
う
職
員
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
知
識
及
び
技
能
、
能
力
並
び
に
資
質
を

有
す
る
者
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
経
験
者
採

用
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
内
閣
官
房
令
で
定

め
る
も
の
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

人
事
院
へ
の
意
見
聴
取

１
の
`

、
２
の
a

及
び
３
の
内
閣
官
房
令
は
、
人
事

院
の
意
見
を
聴
い
て
定
め
る
も
の
と
し
た
。（
第
四
条
関

係
）

５

こ
の
政
令
は
、
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
六
年
法
律
第
二
二
号
）
の
施
行
の
日

（
平
成
二
六
年
五
月
三
〇
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。
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